
令和４年 10月１日 NO.198 

 

 

 

 

 

  

新型コロナウイルスの感染状況について 
                                                                施設長 野沢 修一 

 始めに学園内の新型コロナウイルスの感染状況についてご報告します。 

９月１７日に学園の子ども１名が発熱し、PCR 検査の結果、新型コロナウイルスの陽性反応が検出されました。さらにその後、

５名の児童と職員１名の感染が確認されました。感染した計６名の児童は、学園内で他の児童と分離の上、療養生活に専念

しているところです。陽性が確認された当初は発熱や頭痛、吐き気などの症状が見られましたが、その症状も概ね２～３日で

改善され、今のところ子ども達には特に後遺症もなく、順調に回復しています。また、この間、保健所の的確な指示や指導を

受けながら、職員と児童が一丸となって感染拡大の防止に取り組んできたところですが、その甲斐もあってか、９月２１日を最

後に新たな陽性者は確認されていません。現在は、感染していない児童が９月２７日から登校、登園を再開しており、感染し

た児童も１０月３日から登校、登園を再開することとしています。 

 保護者の皆様には、大変ご心配をおかけしましたことを心よりお詫び申し上げます。また、保健所及び学校等の関係機関の

皆様からの支援にも深く感謝申し上げます。学園としても、日頃から新型コロナウイルスの感染防止に取り組んでいるところ

ですが、改めて、取り組みの徹底を学園全体で確認していきたいと思います。なお、１０月３日からは、通常の学園生活に戻る

ことに伴い、保護者の皆様と子ども達との交流も再開しますので、随時ご連絡していただければ幸いです。 

 

９月４日にオンラインにて全道里親研修大会が開催されました。特別講演は元厚生労働大臣であり、里親登録もされている

塩崎 泰久氏です。講演の中で里親候補の世帯数の推計が１００万世帯とありました。そうすると社会的養護が必要な子ども達

は約３万人ですから、里親を求めている子どもたちの多くが家庭で生活できる可能性があると話されていました。２部は旭川の

里親２名と里子１名が「家族っていいよね！」というテーマでのミニシンポジウムでした。お三方がそれぞれの立場で里子に対し

て、里親に対しての思いを語ってくださいました。里親が里子を受け入れるだけではなく地域社会が一体となって温かく里子を

受け入れることの大切さを確認できました。  

今月開催予定の研修会でも参加される皆さんに大切なことを持ち帰っていただけるよう準備を進めています。      

里親支援専門相談員 浅山 美保 

 

９月は前半の活動を振り返り、そして、後半へ向けての弾みをつける時期でもあり、季節の変わり目であると同時に実はとて

も大切な１カ月でもあります。しかしながら、今年の９月は思うようには取り組みを進めることができませんでした。言わずと知

れた「新型コロナ」によるものです。 

 前月号でも書きましたが「予定は未定」とはうまく言ったものです。９月後半以降に予定されていたケース検討会議、空知要

対協でのヤングケアラーに関する交流、研修会、そして、親子ひろば（後半）は全て実施できずに１０月を迎えてしまいました。事

前準備をしっかりとしていただけに残念でなりません。また、センター自体が使用できない状況となってしまったため、在宅での

勤務が多くなってしまい、「（仮）空知ヤングケアラー研修会」についても少なからず影響が出ています。 

 『ワンピース』でジンベエがルフィに言った言葉を少しもじって使うなら、「できなかったことばかりを悔やんでいても、時間ばか

りが無駄に過ぎていく。今は何ができる。」というあたりでしょうか。それならば、１０月は９月にできなかったことを「倍返し」でや

り返すつもりの気概で取り組んでいこうと思います。 

遅れている部分を取り返し、実施できなかった予定（親子ひろば、研修等）は組み直し、できる所から逆襲を開始したいと思

います。１０月も多くの会議・研修会等が予定されていますが、次号では「こんなことができました」と伝えられるよう、後半戦を

スタートします。                                                 主任相談員  浅 沼 寿 実 

【連 絡 先】 

 光が丘子ども家庭支援センター 

 〒068‐0827 岩見沢市春日町2丁目3番7号        

 TEL：0126‐22‐4486 FAX：0126‐22‐4240     

 Eメール：kodomo@hikarigaoka.or.jp 

 URL：https://www.hikarigaoka.or.jp/ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月の行事予定 

８日   札幌乳児院とのリモート交流会 

１５日  光陵中学校 秋休み（～17日） 

２１日  駒沢幼稚園説明会 

２２日  ＪＡ中央会様来園（紙芝居） 

２９日  南小学校 学芸会 

      お誕生日会 

９月４日に防災の日の取り組みとして災害食の昼ご飯を食

べました。子ども達全員体育館に集まり、水 ingAM 株式会

社様からいただいたバラエティに富んだ非常食をそれぞれ選

んで水を入れて待つこと６０分。ご飯が出来上がるまでの時間

は防災カルタ大会や非常用リュックの使い方クイズ、ラップを

使った災害グッズ作りなどを体験しました。子どもたちにとって

は初めての体験で、普段とはちがう雰囲気の中の食事でした

が、災害時を意識した参加ができていたようです。       

 

 

台風の合間の秋晴れの日に、学園の小さなそば畑の収穫をし

ました。毎年恒例になった東ロータリークラブの方のご指導のも

と、そば刈り・そば打ち体験を行い、いつもの優しいそば名人さ

んが幼児さんも体験できるように台を作ってくれたり、好奇心い

っぱいの子ども達が喧嘩にならないように場所を分けてくれた

り、たくさんのあたたかいご配慮があり、子ども達が楽しく参加

することができました。そして待ちに待ったお昼ご飯は、新そばと

秋の味覚をてんぷらにして、おいしく頂きました。おなかも気持ち

も満たされる一日となりました。  

 

  

 

 

 

楽しみにしていた運動会が快晴の中行われ、朝からウキウキな

幼児さんです。周りにガンバレ！と応援され、みんな良い表情で

頑張っていました。楽しすぎてベロを出しながらカメラ目線で走っ

てみたり、綱引きで勝ち喜びのジャンプをしたり、それぞれが思い

きり楽しく参加できた運動会だったのだと思います。運動会が終

わった今でも、お部屋では運動会の歌を歌う幼児さんの姿があり

ます。              

Ｙちゃんお誕生日会 
９月３日にびっくりドンキーにてお誕生日会を行い

ました。６日から実習を前に緊張した様子でしたが女

の子グループ４人で好きな物を食べ、楽しい時間を

過ごす事ができました。 

Ｙちゃんおめでとう！ 

 

 

幼児さんと女の子達で、グリーンランドのアン

パンマンショーを見に行きました。幼児さん達は

始まる前から、盛大に拍手をして待ち構え、アン

パンマン達の登場を喜んでいました。お姉さん達

はショーを楽しみながらも、甘えん坊の幼児さん

達のお世話をしてくれて、一緒に楽しい時間を

過ごせました。ドキンちゃんの登場に元気に声援

を送り、手を振る子ども達の姿が可愛かったで

す。 

Ｓちゃんお誕生日会 

９月７日にお誕生会を行いました。 

行きたかったパスタ屋さんはお休みで、違うパス

タ屋さんへ行き、大好きなたらこスパゲティーを

食べました。休みで「えー」と悲しんでいましたが

違う店のたらこスパゲティーも美味しく嬉しそう

に食べていました。行きたかったパスタ屋さんは

また今度行こうね！ 

おめでとう！ 

Ｋちゃんお誕生日会 

K ちゃんのお誕生日を女の子達でお祝いしまし

た。可愛く飾り付けされたお部屋にびっくり＆大喜

びな K ちゃん。大好きなマクドナルドのポテトを食

べて、プレゼントはたくさんの漫画をもらって、すて

きな笑顔を見せてくれました！K ちゃん、お誕生日

おめでとう♪ 

ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます（９月１日～３０日） 
  （ご芳名もれをお許しください) 
 

ビクトリア観光 岩見沢店様、  阿弥陀寺様、 唯専寺様、 

小野寺栄美子様、 (有)岩見沢総合警備様、 光明寺様、 中嶋 仁様 

浮田直樹様、 岩崎俊博様、 細川 悟様、 河内克彰様、 

http://www.hikarigaoka.or.jp/

